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儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
量
と
ロ
ー
カ
ル
な
審
美
践

|
|
南
イ
ン
ド
・
ケ
i

ラ
ラ
社
会
に
お
け
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
信
仰
の
隆
盛

〈
要
旨
〉

資
本
主
義
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
共
に
、
様
々
な
文
化
事
象
が
脱
領
域
的
に
流
動

す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
で
伝
統
的
な
身
体
文
化
は
、
世
界
シ
ス
テ
ム
と

ど
の
よ
う
に
繋
が
り
な
が
ら
人
々
の
間
で
受
容
・
消
費
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
は
、
南
イ
ン
ド
・
ケ
l
d
フ
ラ
州
北
部
の
ヒ
ン
ド
ゥ
i
社
会
で
実
践
さ
れ
て
い
る
儀
礼

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ム
ッ
タ
ッ
バ
ン
を
分
析
対
象
と
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
伝
統
的

な
身
体
文
化
が
ど
の
よ
う
に
新
た
な
役
割
を
担
い
始
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
位
相
を
探

索
す
る
。

も
と
も
と
、
山
間
部
に
住
む
「
ト
ラ
イ
ブ
(
部
族
)
」
の
神
で
あ
っ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

は
、
後
か
ら
移
住
し
た
上
位
カ

i

ス
ト
の
侵
略
に
よ
っ
て
と
ン
ド
ゥ

i

化
さ
れ
、
そ
の

後
土
地
改
革
に
よ
る
恩
恵
か
ら
経
済
力
を
つ
け
た
下
佼
カ
i
ス
ト
に
よ
っ
て
中
心
的
に

紀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
で
は
、
大
衆
宗
教
凶
化
さ
れ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
間

像
が
大
盤
生
産
・
流
通
し
、
そ
の
信
仰
は
、
新
興
富
裕
層
に
よ
る
著
し
い
儀
礼
の
倒
人

的
消
費
か
ら
州
外
の
ケ
l
ラ
ラ
出
身
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
儀
礼
奉
約
ま
で
、
多
様
な

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
カ
!
ス
ト
の
伝
統
的
職
業
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き

竹
村

器

晃

た
儀
礼
の
実
践
は
、
彼
ら
の
身
体
に
降
臨
し
た
神
が
参
列
者
に
直
接
託
笈
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
近
年
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
の
実
践
者
と
し
て
あ
る
特
定
の
者

が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

本
稿
は
、
ム
ツ
タ
パ
ン
信
仰
が
降
嫁
し
た
背
景
を
分
析
し
な
が
ら
、
一
部
の
実
践
者

に
儀
礼
の
依
頼
が
集
中
し
て
い
る
今
日
の
状
況
を
、
実
践
者
の
パ
フ
ォ

i

マ
ン
ス
の
技

量
と
そ
れ
を
支
え
る
ロ
ー
カ
ル
な
繁
美
眼
の
観
点
か
ら
探
求
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

ヶ
!
ラ
ラ
、
ム
ッ
タ

y

パ
ン
、
大
衆
宗
教
扇
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
議
、
ロ
ー

カ
ル
な
審
美
限
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一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
南
イ
ン
ド
・
ケ
!
ラ
ラ
州
北
部
の
ロ
ー
カ
ル
な
ヒ
ン
ド
ゥi
社
会

で
実
践
さ
れ
て
い
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
ヌ

g
E
3
8
と
い
う
儀
礼
パ
フ
ォ
i

マ

ン
ス
に
注
冒
す
る
。
そ
の
目
的
は
、
I
T

産
業
の
発
展
や
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
顕
著
な
今
日
の
イ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
、
都
市
化
や
近
代
化
と
い
っ
た
現

代
的
事
象
と
の
出
会
い
と
接
合
の
中
で
、
伝
統
的
な
身
体
文
化
が
ど
の
よ
う
な

局
面
を
迎
え
て
い
る
の
か
、

そ
の
位
相
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
身
体
文
化
の
多
く
は
、
元
来
、
宗
教
的
な
意
味
で
お
お
わ
れ
、
か

つ
儀
礼
の
実
践
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
有
印
旦
}
ロ
日
ゆ
き
可
神
話
は
歌
わ
れ
、

踊
ら
れ
、
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
聞
に
宗
教
的
情
熱
を
喚
起
し

続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
身
体
文
化
は
、
特
定
の
カi
ス
ト
や
集
団

の
伝
統
的
職
業
と
し
て
世
襲
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
の
独
立
以
降
、
イ
ン
ド
で
は
近
代
化
の
浸
透
に
伴
う

急
速
な
社
会
変
化
の
も
と
で
、
職
業
と
直
接
結
び
つ
く
意
味
で
の
カ
!
ス
ト
制

度
が
解
体
し
、
人
々
は
従
来
の
カ
!
ス
ト
規
制
に
と
ら
わ
れ
な
い
職
に
就
く
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た

右
∞
∞
}
。
結
果
と
し
て
、

ケ
ー
ラ
ラ
の
指
定
カ
!

ス
ト
(
不
可
触
民
)
の
人
々
の
関
で
は
、
社
会
的
・
経
済
的
要
国
側
や
身
体
的
負

担
を
理
由
に
、
そ
れ
ま
で
控
襲
的
に
継
承
さ
れ
て
い
た
儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
担
い
手
と
い
う
伝
統
的
職
業
を
拒
ば
む
も
の
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
儀
礼
を
維
持
し
て
き
た
社
会
的
基
盤
や
伝
統
的
な
価
植
観
が
変
容
し

た
こ
と
で
、

ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
で
実
践
さ
れ
る
儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
州

政
府
や
共
巌
党
勢
力
、
新
聞
捌
(
富
持
層
や
資
本
主
義
経
済
と
い
っ
た
新
た
な
「
パ
200 

ト
ロ
ン

の
庇
護
の
も
と
、
本
来
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
逸
脱
し
た
場
所
に
姿

を
現
す
よ
う
に
も
な
っ
た
〔
竹
村M
C
C布
。

一
九
九

年
の
大
規
模
な
経
済
開
放
政
策
以
降
、
資
本
主
義
経
済
が
農
村
部

に
ま
で
浸
透
す
る
現
代
イ
ン
ド
社
会
で
は
、
情
報
社
会
化
・
消
費
社
会
化
が
急

激
に
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
と
相
関
す
る
か
の
よ
う
に
、
近
年
で
は
、

都
市
部
を
中
心
に
祭
礼
や
犠
礼
を
含
む
伝
統
的
な
身
体
文
化
と
人
々
と
の
関
わ

り
方
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

T
v
o

ま
た
、

か
つ
て
は
国
民
統
合

の
象
徴
と
し
て
、
中
央
政
府
が
積
極
的
に
保
護
育
成
し
て
き
た
地
方
の
古
典
芸

能
や
民
俗
芸
能
は
、
現
在
で
は
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
{
井
上
3
3
]。

イ
ン
ド
に
お
け
る
伝
統
的
な
身
体
文
化
を
取
巻
く
今
日
的
状
況
は
、
異
な
る

文
脈
で
あ
れ
、
世
界
各
地
で
み
う
け
ら
れ
る
現
象
と
い
え
る
す
主
そ
の
状
況

あ
る
い
は
「
い
伝
統
の
創
造
」

は
、
近
代
化
に
よ
る
「
伝
統
の
消
滅
・
変
容
」
、

と
い
っ
た
枠
組
み
で
沼
収
さ
れ
る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
舞
台
芸
術
と

は
異
な
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
社
会
で
実
践
さ
れ
る
伝
統
的
な
身
体
文
化
に
関
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
文
化
や
社
会
と
い
っ
た
大
き
な
枠
組
み
で
そ
の
対
象
を

捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
身
体
文
化
の
担
い
手
た
ち
は
、

「
伝
統
の
投
影
」
や
「
体
現
者
い
と
し
て
一
…
冗
化
さ
れ
、
実
践
に
関
す
る
彼
ら

の
個
人
的
技
量
や
価
値
観
な
ど
は
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
す
石
た
と
え
ば
、

ケ
i

ラ
ラ
の
儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
継
承
者
た
ち
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
畏
俗
社

会
に
お
け
る
社
会
的
地
位
や
歴
史
的
背
景
、
さ
ら
に
は
カ

i

ス
ト
と
い
っ
た
議

論
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
き
た

5
0



本
稿
で
は
、
ヶ
i

ラ
ラ
州
北
部
の
ロ
ー
カ
ル
な
ヒ
ン
ド
ゥ

i

社
会
で
実
践
さ

れ
て
い
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
犠
礼
を
事
例
に
、
伝
統
的
職
業
と
し
て
そ
の
実
践
を

世
襲
的
に
継
承
す
る
指
定
カ
i

ス
ト
の
人
た
ち
を
「
才
能
を
持
つ
個
人
」
と
し

て
照
射
す
る
。
そ
し
て
、
実
践
に
関
す
る
彼
ら
の
個
人
的
技
量
や
社
会
と
の
繋

が
り
方
、
参
拝
者
の
ロ
ー
カ
ル
な
審
美
眼
と
市
場
原
理
の
相
互
作
用
を
手
が
か

り
に
し
な
が
ら
、
現
代
ケ
i

ラ
ラ
社
会
に
お
け
る
犠
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
位

相
を
本
稿
で
は
明
ら
か
に
す
る
。

儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
単
な
る
機
能
主
義
的
な
目
的
達
成
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
伝
達
の
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
想
像
力
や
ロ
!

カ
ル
な
美
的
価
値
体
系
と
で
も
呼
べ
る
も
の
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、

そ
れ
ら
の
諸
側
面
に
関
す
る
言
及
や
考
察
は
十
分

に
示
さ
れ
て
い
な
い
す
百
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
舞
踊
・
芸
能
研
究
が
行
っ

て
き
た
儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
内
在
す
る
芸
能
的
要
素
を
恐
意
的
に
抽
出
し
、

そ
の
形
式
や
構
造
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
実
銭
に
関
し
て
彼
ら
が
言
語
化
す

る
意
味
の
み
を
論
じ
る
の
で
も
な
く
、
実
践
を
喚
起
す
る
技
術
と
し
て
の
身
体

文
化
と
そ
れ
を
支
え
る
社
会
と
の
関
係
性
ゃ
、
ロ
ー
カ
ル
な
美
的
感
性
と
相
関

す
る
市
場
動
向
に
注
目
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
身
体
文
化
の
今
日
的
状
況
を
考

察
す
る
。二

、
ケ
l

ラ
ラ
の
身
体
文
化

イ
ン
ド
亜
大
陸
の
南
西
に
位
寵
す
る
ケ
l

ラ
ラ
地
方
は
、
身
体
文
化
の
「
宝

庫
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
嫌
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
苦
楽
・
芸
能
が
今
日
ま
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
定
書
可
弔
問
ロ3
3
w
小
西

M
O
O
N
]

〈G
E

州
政
府
観
光
省
が
出
版
す

る
小
冊
子
吋
唱
え
。
5
5

〉
話
。
内
容
足
立
浪
白
g
g
H
a
0
5
5
8
0
N
]によ

れ
ば
、
ケ
i

ラ
ラ
に
伝
わ
る
主
な
身
体
文
化
は
、
「
古
典
芸
術
形
式Q
開
田
宮
曲
目

〉
吋
門
司0
5

∞
」
が
七
種
類
、
「
民
俗
芸
術
形
式
苫
界
〉
吋
仲
間
U
0
5
と
が
二
十
一
一
一

種
類
、
「
武
術
形
式

ζ
E
E

〉
3
2
5

田
」
が
一
一
一
種
類
、
「
音
楽
詰
言
。
」
が

四
種
類
と
さ
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
的
遺
産
と
し

て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
カ
タ
カ
リ
を
は
じ
め
と
し
て
、
乙
女
の
踊
り
を
意
味

す
る
モ
ヒ
ニ
ア
ッ
タ
ム
や
、

チ
ェ
ン
ダ
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
を
中
心
と
し
た
ア
ン

サ
ン
プ
ル
の
ヴ
ア
ン
チ
ャ
ヴ
ァ
テ
ィ
ヤ
ム
な
ど
が
あ
る

(
7
}
O

こ
れ
ら
の
身
体

文
化
は
、
州
内
に
点
在
す
る
様
々
な
研
究
機
関
が
拠
点
と
な
っ
て
、

い
世
代

へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。

「
宗
教
と
関
連
し
な
い
芸
能
は
ケ
i

ラ
ラ
に
は
存
在
し
な
い
」
ヨ
自
設
戸

∞
・
3

ま
〕
と
ナ
ン
ビ
ア
が
主
張
す
る
よ
う
に
、ケ
i

ラ
ラ
の
身
体
文
化
は
、

も
と
も
と
ロ
ー
カ
ル
な
儀
礼
や
慣
習
あ
る
い
は
ヒ
ン
ド
ゥ

l

信
仰
と
密
接
に
関

わ
り
、
そ
の
多
く
は
伝
統
的
に
特
定
の
カ
l

ス
ト
や
集
団
に
限
っ
て
実
践
さ
れ

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
現
存
す
る
最
古
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
古
典
舞
踊
劇
で
、

近
年
、
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
ク
i

テ
ィ
ヤ
ッ
タ
ム
は
、
パ
ラ
モ

ン
の
次
に
高
伎
と
い
わ
れ
る
ア
ム
パ
ラ
ヴ

7
1

シ

i
q

寺
院
の
住
人
」
の
意
)

の
サ
ブ
・
カ
i

ス
ト
で
あ
る
チ
ャ
!
キ
ヤ
!
ル
の
人
々
に
よ
っ
て
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
。
そ
の
他
に
民
俗
芸
術
形
式
で
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i

社
会
の
上
位
カ
i

ス
ト
で
あ
る
ナ
i

ヤ
ル
の
女
性
た
ち
が
踊
る
テ
イ
ル
パ
テ
ィ
ラ
カ
リ
や
、
州
南

部
の
シ
リ
ア
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
間
で
は
、
キ
リ
ス
ト
を
象
徴
す
る
ラ
ン
プ

201 一一儀礼パフォーマンスの技盤とローカルな審美限



を
十
二
人
の
女
性
が
取
り
臨
む
マ
ル
ガ
ム
カ
リ
と
呼
ば
れ
る
丹
舞
が
継
承
さ
れ

て
い
る
{
穴
母
国
目
白
∞
印
ロ

m
m
m渉
担
沼
白
仲
間
山
内
田
町
〉

M
S
-
仏

j白
同
誌
S
J
1
2
0

歴
史
的
に
み
る
と
、
ヶ
!
ラ
ラ
の
身
体
文
化
は
、
十
九
世
紀
以
蜂
の
イ
ギ
リ

ス
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
も
た
滑
り
さ
れ
た
経
済
構
造
の
変
化
と
、
キ
リ
ス
ト
教

的
な
西
欧
の
道
徳
観
の
流
入
に
よ
っ
て
著
し
い
衰
退
を
み
せ
た
。
イ
ン
ド
全
域

に
か
け
て
伝
統
的
な
芸
能
が
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
ニ
十
世
紀
初
頭
、
ケ
ー

ラ
ラ
で
は
、
と
り
わ
け
古
典
芸
術
の
継
承
者
た
ち
が
王
族
や
地
主
の
庇
護
を
失

ぃ
、
そ
の
実
践
を
カ
i

ス
ト
内
で
世
襲
的
に
継
承
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
を

迎
え
て
い
た
〔
穴gg
同
日
3
3

一
〕
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
寺
院
や
王
族
・
地
主
に
か
わ
っ
て
身
体
文
化
の
継

承
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

ケ
!
ラ
ラ
・
カ
ラ
マ
ン
ダ
ラ
ム
穴
白

g
g

同
氏
間
同
何
回
B
E
g
H
H
H
な
ど
の
各
種
芸
術
研
究
所
で
あ
る
。

一O
年
、
有
名
な

詩
人
で
あ
っ
た
ヴ
ェ
ラ
ッ
ト
ゥ
i

ル
・
ナ
ラ
ヤ

i

ナ
・
メ
ノ
ン
は
、
古
典
芸
術

の
消
滅
を
危
慎
し
、
私
財
を
投
入
し
て
州
中
部
の
ト
リ
シ
ュ

i

ル
に
カ
ラ
マ
ン

ダ
ラ
ム
を
設
立
し
た
。
カ
ラ
マ
ン
ダ
ラ
ム
は
、
当
時
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
近

代
主
義
的
な
芸
術
運
動
を
背
景
に
、
ク

i

テ
ィ
ヤ
ッ
タ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
的
な
身
体
文
化
の
存
続
に
大
き
く
貢
献
し
、
今
日
ま
で
消
滅
さ
せ
る
こ
と
な

く
そ
の
実
践
を
継
承
し
て
い
る
す
)
O

新
た
に
生
成
さ
れ
た
伝
承
の
場
、
す
な
わ
ち
カ
ラ
マ
ン
ダ
ラ
ム
な
ど
の
各
種

研
究
機
関
の
誕
生
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
の
カ

i

ス
ト
や
集
囲
内
に
限
ら
れ
て
い

た
身
体
文
化
の
伝
承
を
外
の
世
界
へ
と
開
く
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
現
在
、
ク
ッ
テ
ィ
ヤ

l

タ
ム
は
チ
ャ
!
キ
ヤ

i

ル
以
外
の
人
で
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
し
、
武
術
の
カ
ラ
リ
パ
ヤ
ッ
ト
は
、

そ
の
実
践
が
ヒ
ン
ド
ゥ
i

信

仰
と
深
く
結
び
つ
く
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
グ
ル
カ
ル

(
師
匠
)
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や
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
生
徒
が
存
在
す
る
ほ
ど
継
承
者
が
多
様
化
し
て
い
る
す

)
O

吉
典
音
楽
の
世
界
に
お
い
て
は
、
近
年
、
も
と
も
と
上
位
カ
i

ス
ト
以
外
に
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
演
奏
技
芸
の
習
得
を
求
め
て
、
指
定
カ

l

ス
ト

の
人
々
が
上
位
カ
i

ス
ト
の
音
楽
家
の
も
と
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
非
公
式
に
習
得
さ
れ
た
古
典
音
楽
の
演
奏
技
芸
は
、
指
定
カ

i

ス
ト
の
人
々

が
実
践
す
る
テ
イ
ヤ
ム
な
ど
の
犠
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
場
で
流
用
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
白
〉
O

一
一
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼

一一. 
一

テ
イ
ヤ
ム
と
ム
ッ
タ
ツ
パ
ン

ケ
i

ラ
ラ
の
身
体
文
化
の
多
く
が
伝
承
の
門
戸
を
外
に
広
げ
た
の
に
対
し
て
、

現
荘
で
も
指
定
カ
i

ス
ト
の
伝
統
的
職
業
と
し
て
世
襲
的
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
も
の
に
、
テ
イ
ヤ
ム

J門
町
三
白
白
と
呼
ば
れ
る
儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ

る
。
テ
イ
ヤ
ム
は
、
州
北
部
(
マ
ラ
パ

i

ル
地
方
)
の
カ
ン
ヌ

i

ル
県
と
カ
サ

ル
ゴ
ッ
ド
県
の
ロ
ー
カ
ル
な
ヒ
ン
ド
ゥ

i

社
会
で
実
践
さ
れ
て
い
る
、
神
霊
を

杷
っ
た
儀
礼
(
ア
ヌ
シ
ュ
タ
!
ナ
ム

g
g
p
g

出
窓
)
で
あ
る
。
儀
礼
は
、
指

定
カ
!
ス
ト
の
実
誤
者
の
身
体
に
神
一
家
が
降
臨
し
、
上
位
カ
!
ス
ト
を
含
む
参

列
者
に
祝
福
を
与
え
る
こ
と
を
自
的
と
し
て
い
る
。

テ
イ
ヤ
ム
は
、
バ
ラ
モ
ン
・
ヒ
ン
ド
ゥ

i

教
が
浸
透
す
る
以
前
か
ら
、

ド
フ

ヴ
ィ
ダ
系
の
人
々
に
伝
わ
る
土
着
の
民
俗
信
仰
に
根
ざ
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る



[
穴g
g
目U
3
1
1
U
}

。
し
か
し
、
今
日
伝
一
本
さ
れ
て
い
る
テ
イ
ヤ
ム
の
神
話
は
、
ヒ

ン
ド
ゥ

i

化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
な
か
で
も
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
と
呼
ば
れ
る
英

雄
神
は
、
シ
ヴ
ァ
の
子
供
や
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、

ヒ
ン
ド
ゥ

i

の
神
々
と
開
格
に
扱
わ
れ
、
近
年
、

マ
ラ
パ
!
ル
地
方
だ
け
で
な

く
州
内
外
に
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

テ
イ
ヤ
ム
の
種
類
は
四
百
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
ム
ッ
タ
ッ
パ

ン
は
、
年
閣
を
通
じ
て
最
も
多
く
儀
礼
が
行
わ
れ
る
テ
イ
ヤ
ム
の
一
つ
で
あ
る
。

通
常
、
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
は
、
乾
季
の
十
月
下
旬
か
ら
六
月
初
旬
に
か
け
て
、

タ

ラ
ワ

i

ド
ゥ

s
s
g

き
と
呼
ば
れ
る
母
系
制
大
家
族
の
嵐
敷
や
カ

i

ス

院
、
さ
ら
に
は
帽
の
あ
る
小
さ
な
森
(
カ

i

ヴ

E
g
)
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
カ
1

ス
ト
寺
院
や
嗣
で
定
期
的
に
儀
礼
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
個
人
の
祈
願
に
応
じ
て
自
宅
で
も
儀
礼
が
奉
納
さ
れ
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
現
在
で
は
テ
ィ

i

ヤ

d
u
Q
R
(下位
カ
l

ス
ト
)
を

中
心
に
、
す
べ
て
の
カ
i

ス
ト
の
人
々
に
杷
ら
れ
て
い
る
。
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、

も
と
も
と
ク
ン
ナ
ッ
ト
ゥ

i

ル
パ
i

デ
ィ
山
に
住
む
「
ト
ラ
イ
ブ

(
部
族
)
」

の
ア
デ
ィ
ヤ
ン
が
信
仰
す
る
神
で
あ
っ
た
。
古
賀
に
よ
れ
ば
、
ア
デ
ィ
ヤ
ン
と

は
「
最
初
に
い
た
人
」
を
意
味
し
、
こ
の
地
に
ナ
i

ヤ
ル
や
テ
ィ

i

ヤ
が
移
住

す
る
以
前
か
ら
定
住
し
て
い
た
人
々
と
さ
れ
る
。
ク
ン
ナ
ッ
ト
ゥ
!
ル
パ
i

デ
ィ

山
の
上
に
は
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
御
神
体
と
し
て
石
が
杷
ら
れ
、
現
在
で
も
儀

礼
が
実
践
さ
れ
て
い
る
{
古
袈M
g
品
一
M
M
S
。

「
ト
ラ
イ
ブ
」
の
神
で
あ
っ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
今
か
ら
六
百
年
ほ
ど
前

に
移
住
し
て
き
た
上
位
カ
i

ス
ト
の
復
路
に
よ
っ
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l

化
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
新
た
に
ク
ン
ナ
ッ
ト
ゥ
l

ル
パ
!
デ
ィ
へ
移
住
し
て
き
た
上
位

カ
i

ス
ト
の
人
々
は
、
森
を
含
む
あ
た
り
一
極
を
支
配
し
た
だ
け
で
な
く
、
ム
ッ

タ
ッ
パ
ン
の
祭
紀
権
を
も
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
移
住
し
た
ブ

ラ

i

マ
ン
が
シ
ヴ
ァ
や
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
な
ど
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
、

タ
ッ
パ
ン
は
シ
ヴ
ァ
の
子
供
や
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
と
解
釈
さ
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i

化
へ
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
{
古
質NC
O品
一
己
申
ム
凶
お
。

こ
う
し
て
山
間
部
か
ら
低
地
へ
と
伝
承
が
広
が
っ
て
い
っ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

は
、
テ
ィ
!
ヤ
な
ど
の
下
位
カ
i

ス
ト
の
人
々
に
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

と
り
わ
け
、

九
六
九
年
の
土
地
改
革
に
よ
る
思
惑
か
ら
経
済
力
を
身
に
つ
け

た
テ
ィ
!
ヤ
は
、
土
地
と
共
に
祭
杷
権
を
手
に
し
、
以
後
、
中
心
的
に
ム
ッ
タ
ッ

パ
ン
を
肥
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
ム
ン
パ
イ
や
チ
ェ
ン
ナ
イ

な
ど
の
大
都
市
部
に
お
い
て
、
ケ
i

ラ
ラ
出
身
の
移
住
者
に
よ
っ
て
ム
ッ
タ
ッ

パ
ン
の
調
が
建
設
さ
れ
、

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
が
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た

〔
古
袈
M
O
O品
一
口
ゆ
]
。
す
な
わ
ち
今
日
の
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、

か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ヒ
ン
ド
ゥ

i

の
神
へ
と
か
わ
り
つ
つ
あ
る
。 ロ
ー
カ
ル
な
神

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
儀
礼
以
外
の
場
に
お
い
て
も
多
様
な
形
で
人
々
の
前
に

姿
を
現
し
て
い
る
。
テ
イ
ヤ
ム
の
多
く
は
あ
る
特
定
の
絹
に
お
い
て
、
神
霊
を

杷
る
者
以
外
が
臼
常
的
に
礼
拝
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ム
ッ
タ
ツ

パ
ン
は
地
元
の
人
々
の
酪
で
日
頃
か
ら
プ

i

ジ
ャ

i
(
礼
拝
行
為
)
が
行
わ
れ

て
い
る
。

マ
ラ
パ
i

ル
地
方
で
は
、
プ
i

ジ
ャ

i

に
必
要
な
番
と
花
束
を
売
る

出
や
信
の
路
傍
な
ど
で
、
シ
ヴ
ァ
や
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
と
い
っ
た
神
々
と
間
様
に
ム
ッ

タ
ッ
パ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
や
カ
!
ド
、
置
物
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
が
売
ら
れ
て

い
る

E

。

大
量
生
産
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
間
像
は
、
と
り
わ
け
現
代
イ
ン
ド
社
会
の
経
済

ム
、y
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や
政
治
、
宗
教
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
印
刑
制
媒
体
の
普
及
に
よ
っ
て
一
般
の
人
々
は
、

こ
れ
ま
で
寺
院
な
ど
で
描
か
れ
て
い
た
と
ン
ド
ゥ
!
の
神
々
や
聖
者
の
図
像
を

簡
単
に
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
叩
a
r
S
3

・
三
尾
N
C
C
M
]
(

陀
)
O

安
価
で
誰
で
も
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
図
像
は
、
錨
人
空

間
で
の
礼
拝
行
為
を
よ
り
活
発
に
さ
せ
、
他
の
神
々
と
同
様
に
自
宅
の
プ
!
ジ
ャ
ー

部
屋
に
飾
ら
れ
た
り
、
安
全
祈
願
の
た
め
に
オ
i

ト
・
リ
キ
シ
ャ
!
や
パ
ス
の

運
転
席
に
記
ら
れ
た
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
商
売
繁
盛
を
祈
翻
し
て
、
毎

日
朝
晩
プ
i

ジ
ャ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一一. 

ム
ッ
タ
ツ
パ
ン
の
担
い
手
た
ち

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
ぞ
含
む
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
の
実
践
は
、

ワ
ン
ナ
!
ン
〈
白
ロ
ロ
出
口

や
マ
ラ
ヤ
ン
宮
巳

3
8

と
い
っ
た
指
定
カ

l

ス
ト
の
男
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、

そ
の
役
目
は
世
襲
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ケ
!
ラ
ラ
の
ヒ
ン
ド
ゥ

1

教
徒
は
、

州
人
口
の
約
六
割
を
占
め
、
他
の
州
と
間
同
様
に
多
く
の
サ
ブ
・
カ
!
ス
ト
集
団

に
分
か
れ
て
い
る
。
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
マ
ラ
パ
!
ル
地
方
で
は
二
百

以
上
の
サ
ブ
・
カ
i

ス
ト
が
存
在
し
、

そ
の
階
層
意
識
は
非
常
に
厳
格
だ
っ
た

と
さ
れ
る
{
宮
忠
良
芯
宗
一
合
。
]
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
や
他
の
テ
イ
ヤ
ム

(
神
霊
)
を
自
ら
の
身
体
に
降
臨
さ
せ
て

「
神
」
と
な
る
人
は
、
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
日
フ
ン

H
m
u
a
、
何
回
片
付
釦
お
ロ
(
?
ア
イ
ヤ
ム
に
な

る
人
」
の
意
)
と
呼
ば
れ
る
。
遜
常
、
実
践
者
た
ち
は
、
テ
イ
ヤ
ッ
カ
i

ラ
ン

を
中
心
に
親
族
で
構
成
さ
れ
た
ゆ
る
や
か
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
活
動
す
る
。

カ
タ
カ
リ
や
モ
ヒ
ニ
ア
ッ
タ
ム
と
い
っ
た
舞
台
芸
術
と
は
異
な
り
、
ム
ッ
タ
ッ

パ
ン
を
含
む
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
の
実
践
に
は
、
明
篠
な
教
授
法
が
存
在
し
な
い
。
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そ
の
た
め
担
い
手
た
ち
は
、
幼
少
よ
り
母
方
叔
父
・
担
父
・
父
親
ら
に
つ
れ
ら

れ
て
儀
礼
に
参
加
し
、
衣
装
作
り
や
化
粧
と
い
っ
た
様
々
な
仕
事
へ
の
参
与
を

通
じ
て
、
実
践
に
関
す
る
技
や
知
識
を
習
得
し
て
い
く
お
も
ま
た
、
誰
も
が

テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
に
な
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
学
習
過
器
に
お
い
て

個
人
の
才
能
や
意
志
が
考
臆
さ
れ
、
化
粧
、
衣
装
作
り
、
演
奏
、
テ
イ
ヤ
ッ
カ
i

ラ
ン
な
ど
の
役
割
が
決
め
ら
れ
て
い
く
。

い
わ
ば
、
「
才
能
あ
る
掴
人
」
だ
け

が
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
に
な
れ
る
の
で
あ
る
〔
竹
村M
O
S
]。テ
イ
ヤ
ッ
カ
!

ラ
ン
と
な
っ
た
者
は
、
特
定
の
純
や
カ

i

ス
ト
寺
院
に
お
い
て
犠
礼
を
実
践
す

る
権
利
・
責
任
を
持
ち
、
実
践
を
行
う
こ
と
で
報
餅
の
現
金
を
手
に
す
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
指
定
カ
i

ス
ト
の
中
で
も
ワ
ン
ナ

i

ン
に
よ
っ
て
実
践

さ
れ
る
テ
イ
ヤ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
カ

i

ス
ト
に
は
、
そ
の
集
団
だ

け
に
い
伝
わ
る
テ
イ
ヤ
ム
の
種
類
が
存
在
し
、
他
の
指
定
カ
i

ス
ト
の
者
が
行
う

こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
個
人
に
は
、
各
自
が

得
意
と
す
る
テ
イ
ヤ
ム
の
種
類
が
あ
り
、
勇
ま
し
さ
が
重
視
さ
れ
る
男
神
を
得

意
と
す
る
者
と
女
神
を
得
意
と
す
る
者
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
の
実
践
と
い
う
伝
統
的
な
職
業
を
世
襲
的
に
受
け
継
い
で
き

た
彼
ら
だ
が
、
近
年
、

そ
の
継
承
者
は
減
少
し
て
い
る
。
独
立
以
後
に
お
け
る

社
会
変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
カ

i

ス
ト
に
と
ら
わ
れ
な
い
職
に
就
く
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
儀
礼
を
実
践
し
て
き
た
人
々
が
新
た
な
仕
事
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
的
地
位
が
低
い
う
え
に
、
怪
我
や
疲
労
と
い
っ
た
身

体
的
負
担
が
大
き
く
、
収
入
も
少
な
い
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
と
い
う
仕
事
は
、

に
と
っ
て
も
は
や
魅
力
あ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
皮
面
、
こ
こ



二
十
年
ほ
ど
の
間
に
テ
イ
ヤ
ム
は
、
学
術
的
な
後
ろ
簡
を
背
景
に
し
て
ス
テ
i

ジ
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
場
に
度
々
登
場
し
、
「
ア
!
ト
」
と
い
う
新
た
な
価
値

を
獲
得
し
た
。
今
日
儀
礼
に
参
列
す
る
若
い
世
代
の
間
に
は
、
カ
タ
カ
り
な
ど

の
舞
台
芸
術
と
同
様
に
テ
イ
ヤ
ム
を
「
ア

i

ト
」
と
し
て
と
ら
え
、
テ
イ
ヤ
ッ

カ
l
ラ
ン
に
檀
れ
を
い
だ
く
者
が
現
わ
れ
始
め
て
い
る
B
。

一一. 
一一一

ム
ツ
タ
ツ
パ
ン
儀
礼
の
内
容

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
奇
含
む
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
は
、
衣
装
や
化
粧
、
身
ぶ
り
や
ス
テ
ッ

プ
、
音
楽
な
ど
決
め
ら
れ
た
手
順
に
そ
っ
て
行
わ
れ
る
。
実
際
の
儀
礼
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
こ
こ
で
は
時
間
軸
に
そ
っ
て
簡
単
に
記
述
す
る
。

事
例
は
、
ニ
O
O
一
一
一
年
八
月
十
七
日
、カン
ヌ

i

ル
県
カ
ン
ヌ
i

ル
市
内
イ
リ

テ
ィ
村
(
仮
名
)
に
住
む
、
上
位
カ
!
ス
ト
(
ナ
ン
ビ
ヤ

i

ル
)
の
家
族
が
所

有
す
る
洞
に
て
行
わ
れ
た
犠
礼
で
あ
る
。
犠
礼
の
担
い
手
は
、
テ
イ
ヤ
ッ
カ
i

ラ
ン
の
ク
マ

i

ル
氏
(
仮
名
、
ワ
ン
ナ

i

ン
)
と
そ
の
助
手
二
名
(
ワ
ン
ナ
l

ン
)
、
太
鼓
奏
者
一
一(
マ
ラ
ヤ
ン
)
、
司
祭
、
コ
l
マ
ラ
ム
と
そ
の
助
手
(
テ
ィ

i

ヤ
)
で
あ
る
。

1
.

儀
礼
の
諸
準
備
(
午
前
十
一
時
半
過
ぎ

1
)

テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
は
、
儀
礼
会
場
に
到
着
す
る
と
、
タ
ラ
ワ
ー
ド
ゥ

系
制
大
家
族
の
屋
敷
)
の
代
表
に
挨
拶
を
し
た
後
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
が
杷
ら
れ (

母

た
調
に
祈
り
を
捧
げ
る
。
儀
礼
の
担
い
手
た
ち
は
、
会
場
内
で
は
上
半
身
裸
に

な
っ
て
上
か
ら
白
い
布
を
か
け
、
下
半
身
は
ド
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
腰
布
を
ま
く
。

着
替
え
が
済
む
と
彼
ら
は
、
儀
礼
に
必
要
な
小
道
異
や
衣
装
の
準
備
に
取
り
か

か
る
。
こ
の
間
、
コ
l

マ
ラ
ム
は
、
供
物
や
ラ
ン
プ
な
ど
の
準
備
を
行
な
う
。

茄
で
た
レ
ン
ズ
一
豆
、
揚
げ
魚
、
柔
ら
か
い
コ
コ
ナ
ツ
ツ
、
ト
デ
ィl
(
ヤ
シ
酒
)

が
供
物
と
し
て
栴
の
前
に
用
意
さ
れ
る
。

2
.

灯
芯
の
受
理
(
午
後
二
時
半

1
)

準
備
が
終
わ
る
と
、

マ
ラ
ヤ
ン
に
よ
る
チ
ェ
ン
ダ
(
太
鼓
)
の
演
奏
が
始
ま

る
。
ト
デ
ィ
の
上
か
ら
赤
い
布
を
腰
に
巻
き
つ
け
た
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
は
、

洞
に
向
か
っ
て
形
式
化
さ
れ
た
身
ぷ
り
と
祈
り
を
捧
げ
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
(
神

霊
)
の
降
臨
を
願
う
。
そ
し
て
、
キ
ン
マ
の
葉
五
枚
と
ア
レ
カ
・
ナ
ッ
ツ
、
米

粒
、
五
つ
の
灯
芯
が
盛
ら
れ
た
バ
ナ
ナ
の
葉
を
受
取
る
。
こ
の
灯
芯
の
火
を
通

じ
て
、
シ
ャ
ク
テ
イ

g

歪
(
霊
的
な
力
)
が
闘
の
中
に
あ
る
翻
神
体
か
ら
テ

イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
に
移
さ
れ
る
。

3
.

化
粧
(
午
後
四
時
1
)

テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
は
、
一
刺
の
横
に
鹿
し
、
一
一
副
長
か
ら
受
取
っ
た
自
檀
の
ぺ

i

ス
ト
と
タ

i

メ
リ
ッ
ク
の
粉
を
用
い
て
、
胸
や
顔
に
決
め
ら
れ
た
形
の
模
様
を

描
い
て
い
く
。
彼
の
前
に
は
、
額
に
つ
け
る
装
身
異
の
タ
ラ
パ
リ
が
置
か
れ
、

供
物
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
化
粧
が
終
わ
る
と
、
衣
装
や
装
具
を
身
に
つ
け
、

最
後
に
ム
デ
ィ
日
記
念
と
呼
ば
れ
る
頭
飾
り
を
つ
け
る
。

4
.

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
登
場
(
午
後
五
時
過
ぎ

1
)

太
鼓
の
演
奏
が
続
く
中
、

コ
i

マ
ラ
ム
か
ら
弓
・
槍
が
手
渡
さ
れ
、
更
な
る

シ
ャ
ク
テ
ィ
が
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
に
移
さ
れ
る
。
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
扮
装
を

し
た
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
は
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
カ
ラ
i

シ
ャ
ム

z
g
g
H
H
H
(
身
ぶ
り
や
ス
テ
ッ
プ
)
を
制
の
前
で
行
な
う
。

そ
の
後
、
助
手
が

奏
で
る
シ
ン
バ
ル
の
伴
奏
と
と
も
に
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
起
源
欝
で
あ
る
ト
!
ッ

タ
ム

s
g
g
(
祭
文
)
を
唱
え
、
神
霊
を
呼
び
蜂
ろ
す
。
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
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lま

コ
i

マ
ラ
ム
か
ら
渡
さ
れ
た
剣
を
手
に
し
て
マ
ン
ト
ラ
ム

g
g
g
s
(
呪

文
)
を
唱
え
る
内
に
体
が
震
え
出
し
、
最
後
に
コ
i

マ
ラ
ム
に
よ
る
祈
り
を
受

け
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
・
ヴ
ェ
ッ
ラ
i

タ
ム

(
以
下
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
)
と
な
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
剣
を
も
っ
手
を
振
る
わ
せ
な
が
ら
、
会
場
内
を
歩
き
閉
り
、

再
び
カ
ラ
i

シ
ャ
ム
を
行
な
う
。
そ
し
て
、

コ
!
マ
ラ
ム
、
太
鼓
奏
者
、
タ
フ

ワ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
の
瀬
に
参
列
者
へ
頭
飾
り
の
花
び
ら
を
渡
し
て
祝
捕
す
る
。

5
.

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
へ
の
供
物
(
午
後
六
時
過
ぎ
1
)

闘
の
前
に
椅
子
が
置
か
れ
る
と
、
そ
の
荊
で
コ
i

マ
ラ
ム
が
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

へ
の
供
物
(
コ
コ
ナ
ツ
ツ
水
や
米
、
バ
ナ
ナ
等
)
を
供
え
、
祈
り
を
捧
げ
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
ヤ
シ
酒
を
何
度
か
飲
み
、
火
に
か
ざ
し
た
米
粒
を
蒔
い
て
場

を
清
め
る
。
参
列
者
に
は
、
自
檀
の
ペ
ー
ス
ト
が
配
ら
れ
、
か
れ
ら
は
額
や
の

ど
の
下
に
そ
れ
を
塗
る
。
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
再
び
カ
ラ

i

シ
ャ
ム
を
行
な
っ
た

後
、
赤
い
布
、
が
か
け
ら
れ
た
先
ほ
ど
の
椅
子
に
座
る
。

6
.

人
々
へ
の
祝
福
(
午
後
六
時
三
十
分
過
ぎ

i
)

供
物
が
捧
げ
ら
れ
る
と
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
回
り
に
は
人
だ
か
り
が
出
来
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
タ
ラ
ワ

i

ド
ゥ
の
成
員
や
参
列
者
に
、

プ
ラ
サ
!
ダ
ム

官
和
国
民
E
g
(
賜
り
物
)
で
あ
る
タ
!
メ
リ
ッ
ク
の
粉
を
与
え
て
祝
福
す
る
。
樹

み
事
を
抱
え
る
参
列
者
は
、
ム
ッ
タ
パ
ン
に
相
談
を
も
ち
か
け
、
託
宣
告
乞
求
め

る
。
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
託
震
を
発
し
て
人
々
の
摘
み
に
答
え
る
こ
と
で
、
幾

ば
く
か
の
お
布
施
を
え
る
。

7
.

ム
デ
ィ
を
は
ず
す
(
午
後
九
時
半
過
ぎ

1
)

託
宣
を
一
通
り
終
え
る
と
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
再
び
太
鼓
の
音
と
共
に
カ

ラ
i

シ
ャ
ム
を
行
な
う
。
そ
し
て
、
司
祭
か
ら
手
渡
さ
れ
た
米
粒
を
参
列
者
に

配
る
。
人
々
は
米
粒
を
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
に
ふ
り
か
け
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
祝
福
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を
得
る
。
最
後
に
、
シ
ャ
ク
テ
ィ
を
嗣
の
中
の
翻
神
体
に
一
民
す
た
め
、
ム
ッ
タ
ッ

パ
ン
は
頭
飾
り
を
取
り
外
し
て
、
司
祭
に
わ
た
す
。
こ
う
し
て
、
ム
ッ
タ
ッ
パ

ン
の
シ
ャ
ク
テ
ィ
が
司
祭
を
通
じ
て
一
腕
に
返
さ
れ
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
と
い
う
神

か
ら
通
常
の
ワ
ン
ナ
i

ン
の
人
へ
と
戻
る
。

閥
、
軽
盛
す
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
犠
礼
と
人
鉱
の
あ
る
テ
イ
ヤ
ツ

カ
i

一
フ
ン

四

ム
ッ
タ
ツ
パ
ン
信
仰
の
騒
盛

ふ
も
ん
了
も
ん
」
マ
ラ
i

ル
地
方
の
ロ
ー
カ
ル
な
ヒ
ン
ド
ゥ
i

社
会
で
紀
ら
れ
て

い
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
カ

i

ド
の
流
通
も
相
ま
っ
て
、
近
年
で

は
そ
の
信
仰
が
州
内
外
に
広
く
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

の
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!

ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
十
数
年
の
間
に
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
を
把
る
洞
や
寺
院
の
数

は
著
し
く
増
え
て
い
る
と
い
う
百
四
円
雪
印
E
8
8
0

ぷ
。
そ
の
中
で
も
、
最
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ン
ヌ

i

ル
市
外
に
あ
る
巡
礼
地
の
パ
ラ
ッ
シ
ニ

カ
ダ
ヴ
寺
院
で
あ
る
。
巡
礼
者
が
滞
在
す
る
た
め
の
宿
泊
施
設
が
備
わ
っ
た
パ

ラ
ッ
シ
ニ
カ
ダ
ブ
で
は
、
毎
日
朝
晩
二
回
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
が
奉
納
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
門
前
町
で
は
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
や
人
形
、
献
身

歌
の
入
っ
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
を
販
売
す
る
土
産
物
屋
が
立
ち
並
び
、
多

く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

一
躍
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
八
0
年
代
か
ら
九
0
年
代
に
か
け
て
急
速

に
進
ん
だ
経
済
の
自
由
化
と
そ
れ
に
付
随
し
た
生
活
状
況
の
変
化
は
、
そ
れ
ま



で
の
伝
統
的
な
信
仰
経
験
の
あ
り
方
を
揺
り
動
か
す
影
響
力
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
[
一
一
一
尾
M
C
O
W
凶
担
。
以
下
で
は
、
今
日
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
ロ
信
仰
が
隆
盛
し
て

い
る
背
景
を
探
っ
て
い
く
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
現
在
、
年
閣
を
通
し
て
最
も
多
く
奉
納
さ
れ
る
テ
イ
ヤ

ム
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
第
一
に
、
タ
ラ
ワ
!
ド
ゥ

(
母
系
制

大
家
族
の
屋
敷
)
や
カ
i

ス
ト
中
~
廿
院
で
杷
ら
れ
て
い
る
テ
イ
ヤ
ム
が
、
タ
ラ
ワ

i

ド
ゥ
の
移
住
に
伴
っ
た
移
転
な
ど
あ
る
特
別
な
理
由
以
外
に
、
新
た
な
場
所
に

調
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
個
人
や
地

域
住
民
の
意
思
に
も
と
。
つ
い
て
新
た
に
稿
を
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
事
例
で
取
り
上
げ
た
ナ
ン
ビ
ヤ
!
ル
家
は
、
一
一
一
十
年

以
上
に
も
わ
た
る
中
東
ド
パ
イ
で
の
出
稼
ぎ
生
活
か
ら
六
年
前
に
帰
国
し
た
際

に
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
絹
を
私
有
地
内
に
建
立
し
て
い
る
。

第
二
に
、
伝
統
的
に
他
の
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
が
特
定
の
カ
i

ヴ
や
寺
段
以
外
で

実
践
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
に
対
し
て
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
祈
願
を
か
け
た

個
人
が
自
宅
で
鯖
単
に
儀
礼
を
中
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
結
婚
祈
願
や
出
産
、
試
験
な
ど
の
合
格
析
願
、
あ
る
い
は
家
族
の

者
が
中
東
諸
国
へ
出
稼
ぎ
に
出
る
際
な
ど
の
安
全
祈
願
と
し
て
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

が
奉
納
さ
れ
る
。
な
か
で
も
一
番
多
い
の
が
新
築
祝
い
で
あ
り
、
儀
礼
で
使
わ

れ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
頭
飾
り
は
、
魔
よ
け
と
し
て
玄
関
先
に
つ
る
さ
れ
る
。

最
近
で
は
、
寺
院
や
悶
で
定
期
的
に
行
わ
れ
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
よ
り
も
、

こ
う
し
た
個
人
の
祈
願
に
よ
る
儀
礼
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
祭
主
と
し
て
最
も

多
い
の
が
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
を
祖
先
神
と
し
て
杷
る
と
い
わ
れ
る
テ
ィi
ヤ
・
カ
i

ス
ト
の
人
々
で
あ
る
。

テ
ィ

i

ヤ
の
台
頭
は
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
臨
盛
の
背
景
と
し
て
最
も
重
要
な
点

の
一
つ
で
あ
る
。
独
立
以
前
の
ケ
l

ラ
ラ
で
は
、
カ
i

ス
ト
関
係
が
非
常
に
厳

格
で
あ
り
、
各
々
の
カ
i

ス
ト
へ
接
近
可
能
な
距
離
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
テ
ィ
!

ヤ
な
ど
の
下
位
カ
i

ス
ト
の
者
は
、
格
式
の
高
い
寺
院
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き

ず
、
自
分
た
ち
の
寺
院
や
カ
l

ヴ
に
高
位
の
神
々
を
配
る
こ
と
や
、
そ
の
名
を

唱
え
る
こ
と
さ
え
も
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
独
立
後
の
社
会
改
革
運
動
を
経

九
四
七
年
、
寺
院
入
場
法
が
制
定
さ
れ
、
た
ン
ド
ゥ

i

寺
院
へ
の
入
場
に

関
す
る
差
別
は
禁
止
さ
れ
た
[
玄82
3
2
u

粟
屋

M
3
3
0寺
院
入
場
に
関

たす
る
カ
i

ス
ト
規
制
が
な
い
現
在
で
は
、
テ
ィ
i

ヤ
の
人
々
が
ナ
ン
ブ
!
ィ
リ

(
ブ
ラ
i

マ
ン
)
に
よ
る
儀
礼
を
求
め
て
、
寺
院
の
活
動
へ
積
極
的
に
関
与
し

て
い
る
[
小
林
-
3
お
お

)
O

も
と
も
と
テ
ィ

1

ヤ
の
人
々
は
、
ヤ
シ
酒
作
り
を
伝
統
的
職
業
と
し
、

そ
の

多
く
が
小
作
人
と
し
て
生
活
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
六
九
年
に
州
政
府

に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
土
地
改
革
は
、
そ
れ
ま
で
大
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
ブ

ラ
!
マ
ン
や
ナ

i

ヤ
ル
な
ど
の
上
位
カ
!
ス
ト
の
土
地
を
、
小
作
人
で
あ
っ
た

テ
ィ
i

ヤ
な
ど
の
低
位
カ
!
ス
ト
の
手
に
も
た
'
り
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
伴
う
形

で
、
ナ
!
ヤ
ル
が
中
心
で
あ
っ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
な
ど
の
テ
イ
ヤ
ム
犠
礼
の
祭

を
、
テ
ィ

l

ヤ
も
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

[
図
。
ロ
0
5

白
門
戸
伶
〉
∞
ぽ
白
山
、

混
同
・
3
'
3

可
こ
う
し
て
、
大
地
主
が
没
落
し
た
九
七
0
年
代
以
降
、
テ
ィ
i

ヤ
の
人
々
は
急
速
に
経
済
力
を
高
め
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
{
玄
S
3
3

ミ
]
。

71. 
九

の
経
済
自
由
化
以
降
、
イ
ン
ド
で
は
、
急
激
な
経
済
成
長
の
中

で
人
々
の
生
活
様
式
が
都
市
部
を
中
心
に
急
速
に
変
化
し
、
新
興
富
裕
躍
の
台

頭
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
ケ
i

ラ
ラ
で
は
、
と
く
に
テ
ィ
!
ヤ
の
経
済
的
上
昇
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が
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
日
、
カ
ン
ヌ

i

ル
柴
内
で
は
テ
ィ
i

ヤ
が
ヒ

ン
ド
ゥ

l

社
会
の
多
数
派
を
占
め
、
経
済
力
を
背
景
に
政
治
的
な
影
響
力
を
増

し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
翻
人
宅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
網
・
寺
院
な
ど
で

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
を
頻
繁
に
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
テ
ィ
!
ヤ
の

こ
う
し
た
顕
示
的
と
も
窺
え
る
儀
礼
の
消
費
動
向
は
、
今
日
の
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

信
仰
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
隆
盛
の
要
因
と
し
て
、
最
後
に
儀
礼
の
形
式
自
体
に
つ
い
て

も
述
べ
て
お
く
。
シ
ヴ
ァ
の
子
供
や
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
と
さ
れ
る
ム
ッ
タ
ッ

パ
ン
は
、
地
元
の
人
々
の
聞
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ

i

の
神
々
と
同
格
に
扱
わ
れ
、
他

の
テ
イ
ヤ
ム
よ
り
も
高
く
格
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド

で
は
、
多
く
の
人
々
が
閣
人
・
公
共
の
雨
空
間
に
お
い
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i

の
神
々

な
ど
が
描
か
れ
た
図
像
や
人
形
に
対
し
て
日
常
的
な
礼
拝
行
為
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
信
仰
に
お
け
る
「
観
念
的
な
神
々
」
と
は
異
な
り
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

は
儀
礼
の
場
に
姿
を
現
し
、
参
列
者
か
ら
の
相
談
に
直
接
答
え
を
与
え
る
。

地
元
の
人
々
の
聞
で
は
、
「
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
に

れ
ば
、
必
ず
答
え
を
く

れ
る
〈
箆

n
y回
一
〈
ロ
ルw
a
r
c
mロ
知
U
E
F〈
即
日
〉
自
己
宮
丘
町
田
M
M宮
口
」
と
い
う
一
語
り
が

繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
、

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
自
の
前
に
感
知
で
き
る
具
体
的

な
存
在
と
し
て
人
々
の
前
に
顕
現
す
る
。
儀
礼
の
場
で
参
拝
者
は
、
自
ら
が
抱

え
る
開
題
や
悩
み
を
訴
え
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
と
簡
接
対
話
・
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
不
幸
や
困
難
か
ら
脱
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
人
々
の
な
か

で
は
、
何
で
も
相
談
を
開
い
て
く
れ
、
か
つ
答
え
を
与
え
て
く
れ
る
「
顕
現
す

る
神
」
と
し
て
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
が
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
量
生
産
さ
れ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
図
像
は
、
今
日
、

ム
ッ
タ
ッ
パ

ン
信
仰
を
ロ
ー
カ
ル
な
儀
礼
的
文
献
か
ら
、
広
範
囲
か
っ
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
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に
ま
で
浸
透
さ
せ
は
じ
め
て
い
る
。
人
々
は
、
テ
ィ

l

ヤ
の
経
済
力
に
支
え
ら

れ
る
形
で
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
儀
礼
空
関
に
お
い
て
、
現
実
の
世

界
に
顕
現
し
た
神
の
姿
と
対
面
す
る
。
そ
し
て
、
神
か
ら
の
あ
り
が
た
み
あ
る

言
葉
を
求
め
て
、
人
々
は
、
神
が
直
接
悩
み
事
を
解
決
し
て
く
れ
る
儀
礼
の
場

へ
と
頻
繁
に
足
を
運
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
と
い
う
「
顕
現
す
る
神
」

が
参
拝
者
に
託
宣
を
与
え
る
犠
礼
形
式
自
体
に
も
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
信
仰
が
発

躍
し
て
い
る
要
閣
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四

儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
量
と
ロ
ー
カ
ル
な
穫
美
隈

前
述
の
事
例
で
取
り
上
げ
た
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
日
フ
ン
の
ク
マ
!
ル
氏
(
三
十
議
、

カ
ン
ヌ

i

ル
市
内
在
住
)
は
、
こ
こ
数
年
来
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
実
践
者
と
し

て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
ク
マ
i

ル
氏
は
、
彼
が
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
内
や
カ

ン
ヌ
!
ル
市
内
問
周
辺
に
住
む
他
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ
i

ラ
ン
と
比
べ
、
ム
ッ
タ
ッ
パ

ン
を
実
践
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の
活
動
範
囲
も
以
前
よ
り
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
。
ま
た
、

ク
マ
i

ル
氏
は
、
彼
が
実
践
の
権
利
を
持
つ
絹
や
寺
院
で
の
定

期
的
な
儀
礼
に
加
え
、
個
人
的
な
儀
礼
の
依
頼
を
数
多
く
受
け
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、

ク
マ
!
ル
氏
が
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
実
践
者
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る

嬰
岡
山
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
あ
る
特
定
の
栴
や
寺
院
に
眼
定
さ
れ
た
テ
イ
ヤ
ム
で
は

な
い
た
め
、
実
践
者
や
地
域
が
異
な
っ
て
も
基
本
的
に
は
同
じ
内
容
の
パ
フ
ォi

マ
ン
ス
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
テ
イ
ヤ
ム
は
、
同
じ
種

類
で
あ
っ
て
も
寺
読
や
相
、
実
践
者
に
よ
っ
て
伝
承
に
差
異
が
存
在
す
る
た
め
、



実
践
内
容
に
違
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
パ
ラ
ッ
シ

ニ
カ
ダ
ヴ
の
ほ
か
、
カ
ン
ヌ

i

ル
駅
近
く
に
は
、
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
・
ム
ッ
タ
ツ

パ
ン
と
呼
ば
れ
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
寺
院
が
あ
り
、
毎
週
金
曜
日
の
夕
方
に
な
る

と
同
様
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
お
も
さ
ら
に
、

カ
1

ス
ト
ム
守

院
や
タ
ラ
ワ
!
ド
ゥ
の
科
に
お
い
て
も
、
同
じ
内
容
の
実
践
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
い
っ
、
ど
こ
で
、
誰
が
行
っ
て
も
同
じ
実
賎
で
あ
る
は
ず
の

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
犠
礼
は
、
裏
を
返
せ
ば
実
践
者
の
力
量
に
関
す
る
差
異
が
見
出

さ
れ
や
す
い
場
、
す
な
わ
ち
個
人
の
技
震
が
比
較
の
対
象
に
な
り
や
す
い
場
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
日
フ
ン
の
聞
で
は
、
儀
礼
を
成
立
ま
た
は
成
功
さ
せ
る
た
め
の

要
素
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
カ
ラ

i

シ
ャ
ム

E
U
お
ヨ
(
身
ぶ
り
や
ス
テ
ッ
プ
)
、
カ
ラ
リ
E
E

ユ
(
武
術
や
ア
ク
ロ
パ
テ
イ
ツ

ク
な
動
き
)
、
タ
!
日
フ
ム
仔
即
日
間
同
国
(
音
楽
あ
る
い
は
リ
ズ
ム
)
、

サ
ム
サ
i

ダ
ム

8
5

お
お
尽
(
話
術
ま
た
は
祭
文
や
託
宣
の
唱
え
方
)
、
パ
i

ヴ
ァ
ム

σ
冨
〈
即
包

(
情
緒
感
や
雰
臨
気
)
の
五
つ
で
あ
る
京
窓
口
S
M
O
O
S
E。こ
れ
ら
の
語
議
は
、

実
践
者
た
ち
の
間
で
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
儀
礼
の
参
持
者
や
地
元
の
人
々

に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
若
い
参
拝
者
た
ち
の
間
で
は
、
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
日
フ
ン
に
対
し
て
こ

れ
ら
の
語
棄
と
関
連
す
る
一
言
説
が
た
び
た
び
語
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
ス
テ
ツ

プ
が
う
ま
い
/
ス
テ
ッ
プ
と
リ
ズ
ム
が
あ
っ
て
い
る
」
「
ジ
ャ
ン
プ
が
高
い
」

「
ラ
i

ガ

(
旋
律
)
と
タ
!
ラ
(
拍
節
)
が
合
っ
て
い
る
」
「
歌
(
祭
文
の
意
)

が
う
ま
い
」
「
ラ
サ

(
情
趣
)
が
あ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
こ
う
し
た
ロ
i

カ
ル
な
審
美
眼
に
も
と
づ
く
評
価
の
語
り
は
、
舞
台
芸
術
な
ど
の
鑑
賞
の
際
に

よ
く
用
い
ら
れ
る
語
勢
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
の
パ
フ
ォ
i

マ
ン

ス
を
「
ア
i

ト
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
若
い
世
代
の
参
拝
者
た
ち
は
、
犠
礼
空

間
に
お
い
て
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
力
量
に
注
回
国
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
様
に
ク
マ
i

ル
氏
に
儀
礼
を
依
頼
す
る
多
く
の
祭
主
も
、
彼
の
パ
フ
ォ
!

マ
ン
ス
の
技
量
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
ク
マ
!
ル
氏
の
場
合
も
含
め
、
今
日
、

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
の
祭
主
と
し
て
最
も
多
い
の
は
テ
ィ

i

ヤ
の
人
々
で
あ
る
。

一
九
六
九
年
の
土
地
改
革
か
ら
徐
々
に
経
済
力
を
身
に
つ
け
、
現
在
で
は
新
興

富
硲
層
と
し
て
台
頭
す
る
彼
ら
は
、
間
人
依
頼
者
と
い
う
形
で
新
た
な
パ
ト
ロ

ン
役
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。
土
地
と
と
も
に
儀
礼
の
祭
主
と
い
う
役
自
も
手
に

入
れ
た
テ
ィ
i

ヤ
の
人
々
だ
が
、
ナ
!
ヤ
ル
な
ど
に
比
べ
て
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
の

実
践
に
関
す
る
知
識
や
教
養
が
乏
し
い
と
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
た
ち
は
指
摘
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
儀
礼
の
場
に
お
け
る
テ
ィ
!
ヤ
の
人
々
の
意
識
は
、
視
覚
や

聴
覚
に
訴
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
量
に
多
く
注
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

ク
マ
i

ル
氏
が
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
実
践
者
と
し
て
人
気
の
あ
る
理
由
の
一
つ

に
は
、
彼
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
量
が
他
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
に
比
べ
て

優
れ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ク
マ
!
ル
氏
は
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
を
始
め

て
六
年
が
経
つ
が
、
彼
に
儀
礼
を
依
頼
し
た
タ
ラ
ワ
i

ド
ゥ
の
成
員
や
個
人
、

儀
礼
の
参
拝
者
な
ど
に
話
を
聞
く
と
、
多
く
の
者
が
彼
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

「
美
し
さ
」
や
「
良
さ
い
を
述
べ
る
。

た
と
え
ば
、

か
れ
ら
は
、
前
述
し
た

ス
テ
ッ
プ
が
う
ま
い
」
「
歌
が
う
ま
い

と
い
っ
た
評
価
の
語
り
に
加
え
て
、

「
あ
の
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(
ま
た
は
蹄
り
)
は
美
し
い

宮
芸
品
目
溺E
m
g
g
g
g

日
日
開
問
自
明
間
三
ヨ
ロ
ロ
ロ
」
と
い
っ
た
言
葉
を
口
に
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
実
践
自
体
に
対
す
る
こ
う
し
た
評
価
の
言
説
は
、
常
に
明
確
な
形

儀礼パフォーマンスの技量とローカルな審美限209 



で
表
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
か
に
は
、
実
際
に
「
神
」
が
現
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
「
よ
い
」
「
わ
る
い
」
な
ど
は
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
符
わ
れ
る
身
ぶ
り
や
ス
テ
ッ
プ
、
祭
文
の

抑
揚
や
託
宣
な
ど
、
ク
マ
i

ル
氏
の
実
践
に
関
す
る
技
量
を
誉
め
る
も
の
は
少

な
く
な
い
。

ク
マ
i

ル
氏
が
儀
礼
の
依
頼
を
多
く
受
け
る
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
ム
ッ

タ
ッ
パ
ン
の
身
体
性
と
の
関
係
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

大
量
生
産
さ
れ
た
安
価
な
印
別
刷
物
の
流
通
は
、
他
の
ヒ
ン
ド
ゥ
!
の
神
々
と
伺

様
に
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
へ
の
臼
常
的
な
礼
拝
行
為
を
活
発
に
さ
せ
た
。
そ
し
て
、

信
者
た
ち
の
間
に
は
、
信
仰
対
象
で
あ
る
図
像
を
通
し
て
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
ま
た

は
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
身
体
性
に
対
す
る
固
定
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
、

い
わ
ば
制

り
込
ま
れ
た
記
憶
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
記
様
は
、
儀
礼
の
場
で
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!

ラ
ン
に
投
影
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
た
と
え
ば
、
背
が
低
か
っ
た
り

体
が
細
す
ぎ
た
り
と
い
っ
た
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
身
体
性
に
対
す
る
刷
り
込
ま

れ
た
記
憶
と
は
か
け
離
れ
た
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
に
対
し
て
、
参
拝
者
の
関
で

は
漠
然
と
し
た
不
信
感
が
潔
う
こ
と
が
あ
る
。
な
か
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
は
輿

な
る
身
体
を
持
っ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
に
協
み
事
を
相
談
し
て
も
、
そ
の
答
え
に

あ
り
が
た
み
を
感
じ
な
い
人
も
い
る
。
他
の
ヒ
ン
ド
ゥ
!
の
神
々
と
は
異
な
り
、

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
儀
礼
の
場
で
参
拝
者
の
前
に
姿
を
現
し
、
悩
み
事
を
解
決
し

て
く
れ
る
「
顕
現
す
る
神
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
別
刷
り
込
ま
れ
た
記
舗
と
し

て
、
参
持
者
の
中
に
す
で
に
構
築
さ
れ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
身
体
性
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
は
、
実
践
者
で
あ
る
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
の
真
正
性
を
左
右
す
る
意

要
な
要
素
と
い
え
る
。
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人
々
が
臼
常
自
に
す
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
図
像
で
は
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
腹

が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
ク
マ
i

ル
氏
に
つ
い
て
、
「
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
よ

う
な
身
体
で
あ
る
宮
伝
叩
凶
阻
害

8
8

吉
弘
司
田
富
益
。
い
と
一
諮
る
人
が
い
る
よ
う
に
、

彼
の
身
体
、
と
り
わ
け
践
の
出
具
合
は
、
人
々
が
抱
く
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
イ
メ

i

ジ
を
濡
足
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
ボ
デ
ィ
・
イ
デ
ィ

オ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
ふ
し
が
あ
り
、
実
践
者
た
ち
の
間
で
は
、

ム
ツ
タ
ノ

ッ
パ
ン
の
突
き
出
た
躍
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
、

か
っ
重
要
視
さ
れ
て
い

る
お
も
実
際
に
衣
装
を
つ
け
る
段
轄
で
は
、
下
半
身
に
巻
く
布
を
下
腹
で
回

定
し
、
腹
の
出
具
合
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
身
体
性

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
大
量
生
産
さ
れ
た
印
刷
刷
物
に
よ
っ
て
刷
り
込
ま
れ
構

築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
実
践
者
の
評
価
や
真
正
性
に

影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
呂
、

ク
マ
!
ル
氏
が
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
実
践
者
と
し
て
人
気
が
あ
る
要
因

と
は
、
彼
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
議
の
高
さ
の
ほ
か
、
テ
イ
ヤ
ム
を
「
ア
!

ト
」
と
し
て
捉
え
る
参
拝
者
や
知
識
不
足
ゆ
え
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
護
だ
け

に
控
目
す
る
祭
主
一
た
ち
の
審
美
眼
と
そ
れ
に
基
づ
く
評
筒
、
さ
ら
に
は
ム
ッ
タ
ッ

パ
ン
の
身
体
性
に
対
し
て
構
築
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
の
類
似
性
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
が
要
因
と
な
っ
て
、

ク
マ
i

ル
民
と
い
う
あ
る
特
定
の
実
践
者

に
儀
礼
の
依
頼
が
偏
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
と
い
う

儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
ク
マ
i

ル
正
な
ど
の
「
才
能
を
持
つ
個
人
い
の
技

そ
れ
を
支
え
る
ロ
ー
カ
ル
な
英
的
感
性
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
今
日
、
降

盛
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。



四
・
一
一
一ム
ツ
タ
ツ
パ
ン
の
「
市
場
」
と
「
衿
格
化
い
さ
れ
た
俄
人

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
実
践
者
と
し
て
人
気
の
あ
る
ク
マ

i

ル
氏
は
、
最
近
で
は

他
の
テ
イ
ヤ
ム
犠
礼
を
行
わ
ず
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
だ
け
に
眼
定
し
た
活
動
を
望

ん
で
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
彼
は
、
他
の
テ
イ
ヤ
ム
に
比
べ
て
「
拘
束
時
間

が
短
い

「
身
体
的
負
担
が
少
な
い

「
報
闘
が
い
い
」
「
社
会
的
地
位
が
高
ま

る
」
な
ど
を
あ
げ
る
。
実
際
に
ク
マ
i

ル
民
が
ど
れ
ほ
ど
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
彼
の
ス
ケ
ジ
ナ

i
e
-ル
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
O
O
四
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
一
ヶ
月
間
、
ク
マ
!
ル
氏
は
、
ム
ッ

タ
ッ
パ
ン
八
回
、
テ
イ
ヤ
ム
七
回
の
儀
礼
に
関
与
し
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
ス

ケ
ジ
ュ

I
P
S
E
-
ル
が
重
な
っ
た
た
め
に
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
依
頼
を
断
っ
た
件
数
が

四
件
に
の
ぼ
る
。
彼
が
所
属
す
る
、
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
ク
マ
i

ル
氏
の
ほ
か
に

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
を
実
践
す
る
者
が
数
人
い
る
が
、
彼
ら
が
こ
の
期
間
中
ム
ッ
タ
ッ

パ
ン
を
実
践
し
た
の
は
平
均
ニ
屈
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
他
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ
i

ラ

と
比
べ
て
ク
マ
i

ル
氏
は
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
を
行
う
頻
度
が
圧
倒
的
に
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。

犠
礼
が
多
け
れ
ば
、
必
然
的
に
収
入
も
増
加
す
る
。
個
々
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
で
は
儀
礼
を
実
践
す
る
回
数
が
異
な
る
た
め
正
確
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、

こ
の
期
間
に
眼
定
し
て
い
え
ば
、

ク
マ
!
ル
氏
の
収
入
は
八
千
ル
ピ

i
(
約
一
一

万
円
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
を
実
践
す
る
他
の

テ
ィ
ヤ
ッ
カ

l
M

フ
ン
の
収
入
(
四
千
二

ル
ピ
!
)
の
二
倍
近
い
額
で
あ
り
、

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
を
行
わ
な
い
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
日
フ
ン

(
二
千
五
百
ル
ピ
i
)
と
比

べ
れ
ば
実
に
三
倍
強
の
額
で
あ
る
(
日
。
ク
マ
!
ル
氏
の
収
入
の
一
部
は
、
衣

装
や
装
具
の
買
い
替
え
資
金
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
真
鍛
で
あ
っ
た
飾
り
が

銀
で
し
つ
ら
え
ら
れ
た
り
、
汚
れ
が
自
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
衣
装
が
作
り
麗
さ

れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ク
マ

l

ル
氏
が
所
有
す
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
装

束
は
、
儀
礼
を
重
ね
る
ご
と
に
見
た
自
に
よ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
の
収
入
は
決
し
て
多
く
な
い
。
テ
イ
ヤ
ム
の
種
類
の
中

に
は
、
松
明
の
な
か
を
飛
び
こ
え
る
よ
う
な
危
険
度
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
伴
う
も
の
も
あ
り
、
身
体
的
負
担
も
大
き
い
。
ま
た
、
通
常
の
テ
イ
ヤ
ム
儀

礼
は
、
乾
季
の
開
だ
け
行
わ
れ
る
た
め
、
諮
問
中
に
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
実
践

が
で
き
な
く
な
れ
ば
、

一
年
分
の
収
入
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
テ

イ
ヤ
ム
儀
礼
の
場
合
、
主
神
と
し
て
杷
ら
れ
て
い
る
テ
イ
ヤ
ム
の
実
践
者
に
は
、

五
百
か
ら
八
百
ル
ピ
!
程
度
が
渡
さ
れ
る
。
テ
イ
ヤ
ッ
カ
i

ラ
ン
は
、
こ
の
内

助
手
に
一
一
、
二
百
ル
ビ
ー
を
手
渡
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
犠
礼

回
の
報
酬
酬
は
、ク
マ
!
ル
氏
の
場
合
、
寺
院
が
五
、
六
百
ル
ピ
!
、
個
人
宅
で

は
千
ル
ピ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
通
常
の
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
が
二
、
一
一
一
日
を
費
や

す
の
に
対
し
て
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
半
日
で
儀
礼
が
終
わ
る
事
を
考
慮
に
い
れ

る
と
、
高
額
な
報
酬
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
日
で
は
、
多
く
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!

ラ
ン
が
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
依
頼
を
切
望
し
て
い
る
。
反
面
、
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ

ン
の
間
で
は
競
争
原
理
が
働
き
、
儀
礼
依
頼
者
を
奪
い
合
う
現
象
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
に
は
様
々
な
噂
を
流
し
て
、
他
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
日
フ
ン

の
活
動
を
邪
魔
す
る
も
の
も
い
る
。

も
ち
ろ
ん
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
な
ら
誰
で
も
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
依
頼
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
ク
マ
!
ル
氏
の
場
合
、
カ

i

ス
ト
寺
院
で
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
犠

礼
を
終
了
し
た
後
、
参
拝
者
が
ク
マ

l

ル
氏
に
直
接
新
た
な
依
頼
を
持
ち
か
け

る
こ
と
が
度
々
あ
る
。
ま
た
、
一
度
儀
礼
を
行
な
っ
た
個
人
宅
や
寺
院
か
ら
の
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紹
介
と
い
う
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
た
ク
マ
i

ル
民
へ
の
儀
礼
を
依
頼
す
る
際

に
、
前
述
し
た
彼
の
実
践
に
対
す
る
技
量
の
高
さ
が
判
断
の
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
る
と
い
え
る
。

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
の
依
頼
が
増
え
た
近
頃
で
は
、

ク
マ
!
ル
氏
を
取
り
巻

く
環
境
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
犠
礼
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
う

ち
に
、
儀
礼
会
場
だ
け
で
な
く
臼
常
生
活
に
お
い
て
も
特
別
な
扱
い
を
・
つ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
ク
マ

i

ル
氏
は
語
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
市
街
地
や
パ
ス
の

発
着
所
に
て
、
親
族
や
友
人
・
知
人
以
外
の
人
か
ら
尊
敬
の
念
を
込
め
て
声
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ク
マ
!
ル
民
の

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
を
自
に
し
た
者
や
彼
に
儀
礼
を
依
頼
し
た
家
族
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
他
、
パ
ス
で
は
席
を
ゆ
ず
ら
れ
た
り
、
翼
い
物
が
円
滑
に
進
ん
だ
り
、
な

か
に
は
悩
み
事
や
相
談
さ
え
も
ち
か
け
て
こ
よ
う
と
す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

ク
マ
i

ル
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
傾
向
は
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
を
頻
繁
に
行
う
よ

う
に
な
っ
た
最
近
と
く
に
著
し
い
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
ク
マ
1

ル
正
に
は
、

ム
ッ
タ
ッ
パ

ン
に
な
る
人
」
あ
る
い
は
「
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
」
と
い
う
あ
る
種
の
「
神
格
化
」

さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
私
生
活

に
お
い
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
喪
失
さ
れ
て
い
る
皮
語
、
彼
は

リ
ノ
吟
〆
け
ノ

;‘ 

パ
ン
に
な
る
人
/
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
」
と
い
う
社
会
的
な
尊
厳
を
獲
得
し
て
い
る

と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
も
「
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
に
な
る

者
」
と
し
て
、
そ
れ
に
み
あ
う
威
厳
あ
る
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ク

マ
i

ル
氏
は
述
べ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
量
の
高
さ
と
ロ
ー
カ
ル
な
審
議
大

眼
に
も
と
づ
く
評
価
、
刷
り
込
ま
れ
た
神
の
身
体
性
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
支
え

ら
れ
る
形
で
儀
礼
の
実
践
回
数
が
増
え
て
い
る
ク
マ
l

ル
氏
は
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
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ン
の
実
践
者
と
し
て
社
会
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
立
場
を
獲
得
し
つ

つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
の
社
会
的
地
位
と
は
異

な
る
位
杷
を
呈
し
て
い
る
。

五
、
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
ク
マ

i

ル
氏
を
例
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
今
日
の
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

信
仰
は
、
特
定
の
人
気
あ
る
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
に
儀
礼
が
依
頼
さ
れ
る
舘
向

つ
ま
り
、
本
質
的
に
専
門
的
職
能
者
で
あ
る
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
だ

が
、
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
の
現
状
は
、
さ
ら
な
る
専
門
化
の
様
相
を
呈
し
て
お

に
あ
る
。

り
、
ク
マ
i

ル
氏
の
よ
う
な
人
気
あ
る
テ
イ
ヤ
ッ
カ

i

ラ
ン
を
生
み
出
し
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、

い
っ
、
ど
こ
で
、
誰
が
行
っ
て
も
同
じ
パ
フ
ォ

l

マ
ン

ス
が
繰
り
返
さ
れ
る
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
技
量
と

そ
れ
に
対
す
る
ロ
ー
カ
ル
な
務
美
眼
に
支
え
ら
れ
た
評
価
、
さ
ら
に
は
人
々
の

間
に
構
築
さ
れ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
の
身
体
性
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

マ
ラ
パ
l

ル
地
方
に
限
定
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
カ
ル
な
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
信
仰
は
、

今
日
、
州
内
外
に
広
く
浸
透
し
始
め
て
い
る
。
一
一
一
躍
は
、
交
通
手
段
の
発
達
に

よ
っ
て
人
の
移
動
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
、
出
稼
ぎ
や
移
住
に
伴
っ
て
本
来

ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
で
行
わ
れ
て
い
た
儀
礼
や
祭
礼
が
都
市
部
で
突
然
行
な
わ
れ
、

急
速
に
人
気
を
集
め
る
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
す
る
{
一
一
一
尾
包
宏
一
品
泊
。
ナ
!
ヤ



ル
や
テ
ィ
i

ヤ
の
個
人
宅
や
詞
で
行
わ
れ
る
犠
礼
の
場
に
は
、
ム
ン
パ
イ
や
デ

リ
ー
な
ど
で
働
く
親
族
が
立
ち
あ
う
こ
と
が
多
い
。
経
済
力
が
あ
り
社
会
的
地

位
も
高
い
か
れ
ら
は
、
ム
ン
パ
イ
や
デ
リ
ー
で
ム
ッ
タ
パ
ン
儀
礼
を
行
う
よ
う

ク
マ
i

ル
氏
に
話
を
持
ち
か
け
て
く
る
。
な
か
に
は
、
現
地
に
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

寺
院
を
作
る
計
画
を
持
ち
出
す
も
の
も
い
る
。
ま
た
、
中
東
へ
出
稼
ぎ
に
出
て

い
る
者
な
ど
は
、
郷
土
産
と
し
て
時
計
な
ど
を
ク
マ

i

ル
氏
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
、
ド
パ
イ
で
の
仕
事
の
斡
旋
や
ケ
i

ラ
ラ
出
身
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
ム
ッ

タ
ッ
パ
ン
の
奉
納
を
勧
誘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
の
現
流
に
は
、
「
汎
・
ヒ
ン
ド
ゥ

l

的
信

仰
」
と
も
い
え
る
兆
し
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
は
「
ト
ラ
イ
ブ
」

の
神
で
あ
っ
た
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
は
、
ナ
!
ヤ
ル
な
ど
の
上
位
カ

i

ス
ト
の
手
に

渡
る
こ
と
で
ヒ
ン
ド
ゥ
!
化
さ
れ
マ
ラ
パ

i

ル
の
ロ
ー
カ
ル
神
と
な
り
、
そ
の

後
、
テ
ィ
i

ヤ
の
台
頭
や
印
刷
物
の
流
通
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
発
展
を
と
げ
、

今
日
で
は
州
外
の
ヒ
ン
ド
ゥ
i

社
会
で
も
配
ら
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
神
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
信
仰
は
、
今
後
脱
領
域
的
に
広
が

り
な
が
ら
、
現
地
の
ヒ
ン
ド
ゥ
i

信
仰
に
取
り
こ
ま
れ
る
形
で
標
準
化
さ
れ
る

可
能
性
を
ひ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

テ
イ
ヤ
ム
研
究
者
の
パ
ヤ
ナ
i

ド
は
、

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
資
源
化
、
客
体
化

に
反
発
し
て
い
る
。
彼
は
テ
イ
ヤ
ム
が
商
業
目
的
で
利
用
さ
れ
、

ケ
i

ラ
ラ
の

ロ
ー
カ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
破
壊
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
と
主
張
す
る
[
苫
ミ
知
器
尽
3
3
}。
パ
ヤ
ナ
i

ド
が
主
張
す
る
側

面
が
一
部
の
テ
イ
ヤ
ム
の
状
況
に
み
ら
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
特

定
の
テ
イ
ヤ
ッ
カ
!
ラ
ン
に
儀
礼
の
依
頼
が
集
約
す
る
今
日
の
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン

の
状
況
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
観
光
な
ど
の
商
業
的
文
脈
に
お
い
て
、
身
体

文
化
が
「
舞
台
化
」
「
鞠
品
化
」
さ
れ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
指
摘
と
は
異
な

り
、
む
し
ろ
民
俗
信
仰
と
い
う
文
脈
の
中
で
犠
礼
が
活
性
化
し
て
い
る
状
況
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
現
代
ケ
1
4

フ
ラ
社
会
に
み
ら
れ
る
伝
統
的
な
身

体
文
化
は
、
資
本
主
義
経
済
の
浸
透
に
よ
る
鶴
人
消
費
に
反
映
さ
れ
る
形
で
、

あ
る
穫
の
「
資
本
化
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

謝
辞本

稿
中
の
デ
l

タ
は
、
筆
者
が

0
0
一
一
年
か
ら
現
在
ま
で
行
っ
た
、
南
イ

ン
ド
・
ケ

i

ラ
ラ
州
で
の
現
地
謂
査
に
基
づ
い
て
い
る
。
調
査
は
、
財
田
法
人

日
本
科
学
協
会
(
平
成
十
四
年
度
笹
川
科
学
研
究
助
成
)
、
大
阪
大
学
二
十
一

世
紀
。
。
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
吋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
人
文
学
』
研
究
グ
ル
ー
プ

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
」
(
平
成
十
五
年
度
大
学
院
生
調
査
研
究
助

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
の
援
助
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
中
に
は
、

公
益
信
託
溢
漂
民
族
学
振
興
基
金
(
平
成
十
六
年
度
大
学
院
生
等
研
究
活
動
助

成
)
の
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

注(
1
)
一
一
一
尾
は
、
一
九
九
0
年
代
半
ば
か
ら
都
市
型
の
新
し
い
ヒ
ン
ド
ゥ
i
祭
礼
が
、

イ
ン
ド
西
部
メ
ワ
!
ル
地
方
に
お
い
て
設
場
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
祭

礼
が
観
客
に
見
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的

要
素
が
強
識
さ
れ
て
い
る
と
指
織
す
る
{
一
ニ
尾
8
8

可

(
2
)
た
と
え
ば
、
パ
リ
島
や
ハ
ワ
イ
の
状
況
を
論
じ
た
も
の
に
[
梅
田
8
2
\
〈
包
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M山
由}
M
O
M
3
3
が
あ
る
。
グ
ロ
l

パ
リ
ゼ
i
シ
ヨ
ン
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
伝
統

的
な
儀
礼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
与
え
る
影
響
や
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
!
の
人
々

が
外
部
世
界
へ
か
れ
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
主
張
す
る
擦
に
身
体
文

化
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
と
い
っ
た
現
代
的
防
一
題
を
論
じ
る
ヒ
ュ
i
H

フ
リ

l

ラ
ン
ド
ら
の
研
究
百a
F
g
s
F
8
Z
E
S仏
の
お
古
志
唱
∞
}
は
、
本
稿

の
観
点
と
相
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈3
)
南
イ
ン
ド
の
古
典
音
楽
の
カ
リ
ス
マ
的
演
奏
家
に
関
す
る
言
説
に
注
目
し
た

寺
田
は
、
こ
れ
ま
で
の
民
族
音
楽
学
の
研
究
で
は
、
特
異
な
才
能
を
持
っ
た

個
人
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
個
々
の
音
楽
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
議
委
視
さ
れ
な
い
音
楽
文

化
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
{
寺
泊3
3

…
ω
∞
∞
心
∞
担
。

(
4
)
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
や
テ
イ
ヤ
ム
に
関
す
る
先
行
研
究
京
ロ
『

6
S

芯
唱
Z
同
g
g
タ

∞
-
-
3
a
・
2
口
即
応R
3
2

等
]
は
、
民
俗
学
的
視
点
に
依
拠
し
た
分
類
や
際

史
、
社
会
構
造
か
ら
の
分
析
が
主
流
を
占
め
て
い
る
。
今
日
、
伝
統
的
な
身

体
文
化
は
、
政
治
の
場
で
は
国
民
文
化
の
創
造
を
想
起
す
る
も
の
と
し
て
利

用
さ
れ
、
観
光
綾
業
に
お
い
て
は
「
商
品
化
」
「
舞
台
化
」
さ
れ
、
「
展
示
的

価
値
」
の
た
め
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
嬰
索
が
強
調
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
〔
m
m

辺

-
3
Y
竹
村

N
C
O
M
}
を
参
照
。

(
5
)
儀
礼
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
人
類
学
的
研
究
に
は
、
タ
i

ナ
ー
ら
の
社
会
的

機
能
に
注
怪
し
た
機
能
主
義
や
檎
遊

H

一
次
構
造
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ギ
ア
ツ
に

代
表
さ
れ
る
意
味
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ベ
ル
や
杉
段
ら
が
主
張
す
る
行
為
中

心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
が
あ
り
、
今
日
で
は
そ
れ
ら
の
方
法
論
が
桔
抗
し
て

い
る
。
青
木
は
、
従
来
の
儀
礼
研
究
で
は
、
形
式
や
内
容
、
表
現
や
組
織
、

構
造
や
機
能
な
ど
に
関
す
る
分
析
あ
っ
て
も
、
「
執
行
」
に
対
す
る
「
評
価
」

に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
{
青
木
芯
主
〕
。

(
6
)
ケ
i

ラ
ラ
州
は
、
人
口
一
一
一
千
百
万
人
、
面
積
が
一
一
一
万
九
千
平
方
k
m
。
テ
ィ

ル
パ
ナ
ン
タ
プ
ラ
ム
を
州
都
と
し
、
マ
ラ
ヤ

l
v

フ
ム
訟
を
公
用
語
と
す
る
。

ケ
i

ラ
ラ
は
香
辛
料
貿
易
が
盛
ん
で
、
教
脊
水
準
が
高
い
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
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(
8
)
カ
タ
カ
リ
は
、
「
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
」
の
一
っ
と
し
て
今
日
国
内
外
に
広
く
認

知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
位
霞
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
は
一
九
七

0
年

代
前
後
で
あ
り
、
分
類
に
関
す
る
由
来
は
定
か
で
は
な
い

2
a
a
a
s
-
3
吋
}
。

(
8
)カ
ラ
マ
ン
ダ
ラ
ム
は
、
一
九
五
七
年
に
州
政
府
の
管
轄
と
な
り
、
現
在
に
奈
つ

て
い
る
。
そ
の
他
に
は
、
一
九
五
八
年
に
設
立
さ
れ
た
ケ
l

ラ
ラ
・
サ
ン
ギ
!

ト
ゥ
・
ナ

i

タ
ク
・
ア
カ
デ
ミ

i
(
ケ
!
ラ
ラ
音
楽
舞
踊
劇
協
会
)
が
、
音

楽
・
舞
縞
・
演
劇
・
民
俗
文
化
の
保
存
と
支
援
に
力
を
注
い
で
い
る
。

(
9
)こ
う
し
た
研
究
所
で
は
、
外
国
人
を
含
め
チ
ャ
i

キ
ヤ
ー
ル
以
外
の
者
が
ク
i

テ
ィ
ヤ
ッ
タ
ム
を
習
得
す
る
こ
と
で
き
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら
が
ヒ
ン
ド
ゥ
!

寺
院
内
に
あ
る
伝
統
的
な
舞
台
(
ク

i

タ
ン
パ
ラ
ム
)
で
、
ク
!
テ
ィ
ヤ
ッ

タ
ム
を
演
じ
る
こ
と
は
未
だ
で
き
な
い
。
詳
し
く
は

2
0
5
c
・
N
G
C
M
]
を

参
照
。

(
印
)
ケ
i

ラ
ラ
で
は
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
間
に
芸
能
祭
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
緩
ん

に
行
わ
れ
、
ロ
ー
カ
ル
な
身
体
文
化
が
頻
繁
に
披
露
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
場
で
は
、
州
政
府
高
官
に
よ
っ
て
才
能
あ
る
若
い
実
践
者
が
見
出
さ
れ
、

州
政
府
の
支
援
に
よ
っ
て
カ
ラ
マ
ン
ダ
ラ
ム
等
の
芸
術
研
究
所
で
自
ら
の
技

芸
を
磨
く
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
指
定
カ
l
ス
ト
の
若
者
の
中
に
は
、
こ
う

し
た
機
会
に
窓
ま
れ
、
各
種
研
究
所
で
合
典
音
楽
の
演
奏
法
を
取
得
し
た
者

も
い
る
。

(
日
)
た
と
え
ば
、
一
一OO
四
年
一
一
一
月
時
に
は
、
店
頭
に
飾
ら
れ
て
い
た
ム
ッ
タ
ツ

パ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
(
縦
四
十
二
セ
ン
チ
×
機
一
一
一
十
セ
ン
チ
)
は
、
一
枚
十
ル

ピ
i
(
約
二
十
五
円
)
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

(
ロ
)
今
日
流
通
す
る
イ
ン
ド
の
大
衆
宗
教
問
と
そ
の
複
製
に
は
、
ラ
ヴ
ィ
・
ヴ
ア

ル
マ
!
(
バ
ラ
モ
ン
)
と
い
う
商
家
の
彩
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
ケ
ー

ラ
ラ
出
身
の
ヴ
ァ
ル
マ
ー
は
、
イ
ン
ド
の
神
話
や
風
物
を
西
洋
風
の
油
彩
で

織
く
手
法
で
そ
の
名
を
博
し
、
二
十
世
紀
前
半
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
石
版
宗

教
函
の
最
も
代
表
的
な
昭
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
宮
口
問
宏



-
3
P
∞
旦
岳
-
3
3
を
参
照
。

(
日
)
ケ
!
ラ
ラ
で
は
、
か
つ
て
マ
ル
マ
ッ
カ
タ
l
ヤ
ム
と
呼
ば
れ
た
母
系
制
相
続

が
存
在
し
た
が
、
ヶ
i

ラ
ラ
合
同
家
族
制
度
廃
止
法
の
成
立
〈
一
九
七
六
年
)

に
よ
っ
て
事
実
上
廃
止
さ
れ
た
門
粟
屋
芯
玄
ゐ
ど
]
。
現
在
、
制
度
上
一
の
母

系
制
大
家
族
は
崩
壊
し
て
い
る
が
、
テ
イ
ヤ
ム
儀
礼
の
運
営
と
い
っ
た
祭
杷

共
同
体
の
役
割
は
保
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
以
前
は
、
テ
イ
ヤ
ム
に
関
す

る
技
や
知
識
、
実
践
の
権
利
な
ど
が
母
系
的
に
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
現
夜

で
は
父
方
か
ら
受
け
継
ぐ
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。

(
M
)
井
上
に
よ
れ
ば
、
今
日
イ
ン
ド
に
お
い
て
「
芸
術
」
を
さ
す
場
合
、
「
カ
ラ

Z
Z
い
と
い
う
一
一
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
。
カ
ラ
と
は
、
も
と
も
と
複
数
の
技
術
を

意
味
す
る
英
語
の
「
虫
色
に
近
い
と
い
わ
れ
、
そ
こ
に
は
美
的
価
値
は
介
在

せ
ず
、
芸
術
の
自
立
役
も
な
い
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
世
紀
前
半
に

お
い
て
、
音
楽
や
舞
踊
を
論
じ
る
際
に
美
的
価
値
を
持
っ
た
「
皇
い
と
い
う

英
語
が
「
カ
ラ
い
の
訳
語
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
音
楽
・

舞
踊
や
美
術
な
ど
の
限
ら
れ
た
分
野
を
さ
す
も
の
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
、

F
色
は
イ
ン
ド
精
神
を
最
も
有
効
に
表
象
す
る
が
ゆ
え
、
保

護
育
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
っ
た
{
井
上
-
3
u
・
ニ
。

テ
イ
ヤ
ム
に
関
す
る
一
宮
口
説
に
お
い
て
も
、
「
カ
ラ
」
が
「
主
」
と
向
意
認
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。

(
日
)
シ
ュ
リ
ニ
パ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
テ
ィ
!
ヤ
な
ど
の
下
位
カ
1

ス
ト
の

者
が
自
ら
の
社
会
的
地
位
を
上
昇
さ
れ
る
た
め
に
、
上
位
カ
i

ス
ト
の
文
化

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
化
」
と
い
う
窃
吋
5
2

訟

S
U
N
­

(
泌
)
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
・
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
寺
院
は
、
鉄
道
が
数
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
犠

民
地
時
代
に
、
そ
の
工
事
に
機
わ
っ
た
人
た
ち
が
、
安
全
を
祈
願
し
て
建
て

た
と
さ
れ
る
[
古
賀
谷
宏
・
-
企
}
。

(
げ
)
大
学
教
授
で
テ
イ
ヤ
ッ
カ
i

ラ
ン
の
カ
ン
ナ
ン
氏
に
よ
る
と
、
テ
イ
ヤ
ム
の

伝
承
さ
れ
て
い
る
マ
ラ
パ

i

ル
地
域
の
中
で
も
カ
ン
ヌ
i

ル
市
周
辺
は
、
そ

の
実
践
に
関
し
て
と
り
わ
け
カ
ラ

i

シ
ャ
ム
が
重
要
祝
さ
れ
る
と
い
う

{
沢
田
g
z
口

M
C
C品
]
。

(
問
)
イ
ン
ド
で
は
、
一
一
般
的
に
太
っ
た
男
性
に
対
し
て
は
、
「
経
済
力
が
あ
る
」

「
裕
福
で
あ
る
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
同
様
の

こ
と
は
ケ

1
4

フ
ラ
で
も
言
え
る
け
れ
ど
も
、
地
元
の
人
々
の
簡
で
は
、
大
き

く
突
き
出
た
腹
に
対
し
て
「
傘
腹
沢
口
仏
師
〈
血
友
己
と
特
に
多
少
の
概
捻
を
込

め
て
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

(
凶
)
照
じ
ム
ッ
タ
ッ
パ
ン
儀
礼
で
も
寺
院
・
一
瞬
と
個
人
宅
で
は
削
減
酬
に
笈
が
あ
る

こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
こ
こ
で
扱
う
テ
イ
ヤ
ッ
カ
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Techniques of Ritual Performance and Local Aesthetics: 

the Rise of Muthappan Worship in Kerala, South India. 

T AKEMURA, Yoshiaki 

In modem socie匂" as a result of the globalization of capitalism economy, people, commoditi巴s

and cultures flow across various territories. The question to be asked in this paper is how the local 

and traditional bodily movement culture, while being linked to the world system, is enjoyed and 
consumed. The purpose of this paper is to examine, based on a case study of Muthappan, a ritual 

perforrnance traditionally practiced by Scheduled Castes (forrner "Untouchables") in a local Hindu 

society, in northem part of Kerala, South India, how various aspects of this bodily movement culture 

plays a new role in modem society. 

Muthappan was originally the name of a god of a tribal people inhabiting in the mountains. 

Howev巴r， when people of the upper castes migrated into the area, they took over and transforrned 
it into a Hindu god. Then, people of the lower castes, who acquired financial benefits from the land 
revolution, became the main worshippers of the god. Today, Muthappan appears in various contexts. 

For example, in consumer society, the "God posters" of Muthappan have become a very popular 

commodity, being printed and widely distributed; in a local context, people of a newly rising 

wealthy class among lower castes sponsor the ritual in private frequently; and also the worship has 

spread among communities of those who migrated from K巴rala， which is also accepted by other 

Hindu people. Another notable development is that, although the ritual practice of Muthappan has 
been inherited by people of the Scheduled Castes as their traditional occupation, recently some 

specific perforrners among them have become particularly famous and practice it often. 

In this paper, while examining the background of the rise and spread of Muthappan worship, 

1 will investigate the current situation of Muthappan, especially the popularity of some ritual 

perforrners, with specific focus on perforrnance technique and local aesthetics. 
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